二宮町広報紙広告事業要領
（趣旨）

第１条　この要領は、二宮町広告事業実施要綱（以下「広告事業実施要綱」という。）に定めるもののほか、町が発行する広報にのみや（以下「広報紙」という。）への広告募集及び掲載等について、必要な事項を定めるものとする。
（広告の掲載媒体及び位置）

第２条　広告を掲載する媒体及び位置は、紙媒体として発行する広報紙で町が指定する位置とする。
（広告の規格及び掲載料等）

第３条　広告の規格及び掲載料等は別表１のとおりとする。
（広告掲載期間）

第４条　広告を掲載する期間は、1か月を単位とし、連続する掲載期間は最長６か月とする。
（広告掲載の申込み）
第５条　広告の掲載を希望する者（以下「申込者」という。）は、二宮町広報紙広告掲載申込書（第１号様式）に広告原稿素案を添付し、掲載を希望する広報紙の発行日の属する月の前月の初日から10日までの間に町長に申込まなければならない。なお、広告原稿素案には広告主の名称（略称及び俗称を含む）及び連絡先を明記するものとする。
２　町長は、前項の規定による申込みに対し、必要に応じて資料の提出を求めることができる。
（広告掲載の決定）

第６条　町長は、前条の規定による申込みがあったときは、広告事業実施要綱第４条に規定する基準により掲載の可否を審査し、二宮町広報紙広告掲載決定通知書（第２号様式）により申込者に通知するものとする。
２　町長は、広告掲載を適当と認める申込みが広告掲載枠数を超えるときは、次に掲げる順位により決定する。なお、同順位で複数の申込みがあった場合は広告掲載希望月数が多いものを優先し、広告掲載期間が同一の場合は、申込みの受付順により決定する。

（１）出資法人、指定管理者、公社、公団、公益法人及びそれに類するもの

（２）公共的性格のある私企業で、町内に事業所等を有するもの

（３）前号に掲げるもの以外の私企業又は自営業者で、町内に事業所等を有するもの
（４）その他私企業又は自営業者等

（広告掲載料の納付方法）

第７条　広告主は町長が指定する期日までに、広告掲載の決定を受けた期間の全額の広告掲載料を納付しなければならない。ただし、掲載期間が年度を越える場合は、当該年度ごとに分割して納付するものとする。
（広告原稿の作成及び提出）

第８条　広告主は、第３条に規定する規格により広告原稿を作成し、町長が指定する期日までに提出しなければならない。

２　町長は、提出のあった広告原稿が適当でないと判断したときは、広告主に対して広告原稿の変更を求めることができる。

（広告の変更）

第９条　広告主は、１か月を単位とし広告内の簡易な部分について変更することができる。
２　前項の規定により広告を変更しようとするときは、変更を希望する広報紙の発行日の属する月の前月末日までに町長に申出て、その承認を得るものとする。
（広告掲載の取下げ）

第10条　広告主は、自己の都合により広告を取下げることができるものとする。

２　前項の規定により取下げようとするときは、取下げを希望する広報紙の発行日の属する月の前月20日までに、二宮町広報紙広告掲載取下申出書（第３号様式）により町長に申出なければならない。
（広告掲載の取消し）

第11条　町長は、広告事業実施要綱第７条第２項に定めるもののほか、次の各号に該当するときは、二宮町広報紙広告掲載取消通知書（第４号様式）により広告掲載の決定を取消し、又はその掲載を停止することができる。

（１）指定する期日までに広告原稿を提出しなかったとき。
（２）指定する期日までに広告掲載料を納付しなかったとき。
（３）天災、事変その他非常事態が生じたとき。
（４）広告主又は広告内容が不適当であると町長が判断したとき。
（広告掲載料の還付）

第12条　広告事業実施要綱第９条第３項に定めるもののほか、広告主の責に帰さない理由により広告の掲載を取消したときは、二宮町広報紙広告掲載料還付請求書（第５号様式）で町長に請求することにより、納付済みの広告掲載料を還付する。

２　前項の規定により還付する広告掲載料には利子を付さない。

（その他）

第13条　この要領に定めるもののほか、広告掲載に関し必要な事項は別に定める。

附　則

　この要領は、平成27年４月１日から施行する。
　　附　則

　この要領は、公表の日から施行する。

別表１（第４条関係）
	区分
	規格
	1か月当たりの

広告掲載料
	1か月当たりの

広告掲載枠数

	
	色
	大きさ
	
	

	Ａ
	２色刷り
	縦45㎜×横82㎜
	10,000円
	２（０）枠

	Ｂ
	
	縦45㎜×横169㎜
	20,000円
	１枠


区分Ｂの掲載がある場合においては、区分Ａの枠数を設けない。
